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令和６年度 予算審査特別委員会会議録（第１号） 

 

 

令和６年３月 11日（月曜日） 

安平町議会議員控室・議長室（総合庁舎） 

 

１ 事  件  正副委員長の互選 

 

２ 出席委員（９名） 

   工藤 秀一、米川 惠美子、小笠原 直治、鳥越 真由美、三浦 恵美子、 

   箱崎 英輔、内藤 圭子、高山 正人、梅森 敬仁 

 

３ 欠席委員  田村 興文、工藤 隆男 

 

４ 委員外出席  議長 多田 政拓 

 

５ 事 務 局  事務局長 木林 一雄 

 

 

 

会 議 の 顛 末 

 

〔開会 午後２時 43分〕 

  ◎ 正副委員長の互選（議員控室） 

○事務局長（木林一雄君） 皆さま、ご苦労様です。 

予算審査特別委員会の委員長と副委員長を選出して頂きます。なお最初の

委員会の進行は年長の方が行うことになっておりますが、事務局で進行して

もよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

○事務局長（木林一雄君） それではそのようにさせて頂きます。早速ですが予

算審査特別委員会を開催いたします。よろしくお願いします。 

それでは本委員会の委員長及び副委員長の選任の方法ですが、例年、経済

常任委員と総務常任委員から交互に選出していただいており、順番でいきま

すと今年は総務常任委員会となりますが、そのような順番で総務常任委員会
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の中から選任ということでよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

〇事務局長（木林一雄君） そうしましたら、総務常任委員会でご協議をいただ

きますので、議長室に移動願います。 

 

 

■議長室にて 

 

〇事務局長（木林一雄君） そうしましたら委員長と副委員長の選任についてお

諮りいたします。立候補、推薦の順番で進めてよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

〇事務局長（木林一雄君） そうしましたら委員長から。立候補される方おりま

せんか。 

 

〇委員（小笠原直治君） はい、私、立候補します。 

 

〇事務局長（木林一雄君） 小笠原委員が立候補されました。そのほか立候補は

ありませんか。 

 

〇事務局長（木林一雄君） そのほか立候補がありませんので、委員長は小笠原

委員と決定してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

〇事務局長（木林一雄君） それでは、委員長には小笠原委員を選任することに

決定しました。それでは次に副委員長を選任します。立候補はありませんか。 

 

〇委員（三浦恵美子君） はい、立候補します。 

 

〇事務局長（木林一雄君） ほかに立候補される方はおりませんか。 

 

〇事務局長（木林一雄君） そのほか立候補がありませんので、副委員長には三

浦委員を選任してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 
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〇事務局長（木林一雄君） それでは、副委員長に三浦委員ということで決定し

ました。それでは議員控室にお戻りください。 

 

 

 

 

〇事務局長（木林一雄君） ただ今の協議の結果をご報告いたします。委員長に

小笠原委員、副委員長に三浦委員を選任いたしましたことをご報告申し上げ

ますとともに、お二方をそれぞれ委員長、副委員長に決定してよろしいでし

ょうか。 

 

〇一同 宜しくお願いします。 

 

〇事務局長（木林一雄君） はい、ありがとうございます。それから、予算審査

特別委員会も今定例会同様に紙とタブレットを併用して進めるということ

でよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

〇事務局長（木林一雄君） それでは併用して予算審議をお願い致します。この

後の流れですが、本会議を再開し、互選の結果を報告した後、本会議は休会

し、午後３時 10 分から予算審査特別委員会を開催いたしますのでよろしく

お願いいたします。以上で、予算審査特別委員会を閉じます。委員の皆様は

速やかに議場にお戻りください。 

 

閉会 午後２時 49分 

 

 会議の経過を記載してその相違ない事を証するため、安平町議会委員会条例第

26条第１項の規定により、ここに署名する。 

 

  令和  年  月  日 

 

 

           委員長 

 

 

副委員長 
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